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R7 School Guide 

OKAYAMA Pref. Katsuyama S.H.S 

HIRUZEN CAMPUS 
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わたしたちの学校は、岡山県・鳥取県の県境にある、とても小さな学校。 

このパンフレットを手にしてくれたあなたに、わたしたちが伝えたいこと。 

…あなたが、もしも今、不安と戦っていたとしても、 

明日を見失っていたとしても、 

でも、きっと大丈夫。 

ここには、一人一人を大切にしてくれる「ぬくもり」、 

最後まで見守ってくれる「優しさ」があるから。 

何よりも、あなたには「選択」ができるから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本当にあなたの「やりたい」ことって、何ですか？ 

あなたにとって、 

後悔のない「生き方」とは、何ですか？  

一流大学に進学しなさい 

一流企業に就職しなさい 
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そう、確かに、人生そんなに甘くないんだと思う。 

わたしたちの夢は、手が届かない雲の上にあるのかもしれない。 

わたしたちが選んだミライへの道には、一筋の光もさしていないかもしれない。 

…でも、やってみる価値はあるんじゃない？ 

失敗してもいいじゃない！ 

だって、高校生なんだから。 

大丈夫。必ず誰かが助けてくれる。 

だから、一緒に。さぁ、旅立とう。破天荒
は て ん こ う

な自分へ。 

Loading…わたしたちのミライは今、読み込み中。 

 

※「破天荒」とは「豪快で大胆な様子」と解釈されている場合もありますが、本来は「誰もで

きなかったことを初めて成し遂げること」「これまでになかったこと。未曽有のこと」という意

味です。ここでは「自分の殻を破り未来の自分を信じて持てる力をしっかり伸ばしていこう」

という意味で使っています。 
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制服紹介～男女の壁なく、一番輝くことが出来る制服を‼～ 

 

 

 

      

     

     
夏服：Ａタイプ／Ｂタイプスカート 

冬服：Ａタイプ／Ｂタイプスラックス／Ｂタイプスカート 

あなたが、「あなた」であるために。 
蒜校には、「男子／女子」という制服の区別はありません。 

Ａタイプ「標準型詰め襟学生服」・Ｂタイプ「学校規定のスカートまたはスラックス」・

Ｃタイプ「自由服＋式典用のスーツもしくはジャケット」の 

３タイプの制服から、あなたらしさに合わせて、 

自由に制服を選ぶことができます！ 

 

※Ｃタイプは、令和６年度生徒総会で議決されました。 

※Ｃタイプの詳細につきましては、生徒活動課 

担当者までお問い合わせください。 

最前列左から、Ｂタイプ／Ｃタイプ／Ａタイプ／Ｃタイプ 

通称「式典モード」。式典等ではフォーマルな服装を着

ることが、蒜校生の不文律であり、プライドでもある。

Ｃタイプは「襟付きのシャツ・夏以外はネクタイ」を着用

する。 



6 

 

つながった。～県下最先端の遠隔教育システム導入～ 
「遠隔授業システム」とは、インターネット回線を経由したテレビ会議システムを活用し、距離の離れた 2

校地の間でリアルタイムに授業が展開できる設備です。現在、勝山校地から週 2 時間の「化学基礎」の授業

を配信し、3 年生「総合進学・A 系」の生徒が受講しています。 

今後は、大学・他県の高校とも連携した授業を計画するだけでなく、両校が協働した生徒会活動等にも活

用を広げていく予定です。 

 

 

 

 

新しい自分がいた。～全国募集の展開～ 
蒜山校地は、1 学年募集定員の一部を全国から募集します。週末や休日、長期休

業中も開寮可能な「白雲寮」(男女、定員各 4 名。令和６年度末まで)のほか、可能

な場合は下宿や親戚宅から通学することもできます。蒜校には、「小さな学校だか

ら、できる」ことが、たくさんあります。本校地の生徒たちは、授業、部活動、委

員会や生徒会、それ以外の様々な場面でも、一人ひとりが主役になって輝いていま

す。先生と生徒、生徒と生徒、学校と地域との「距離の近さ」を活かし、この蒜山

の地の、四季折々の雄大な自然に囲まれて、高校生活を送ってみませんか？ 
 

親友を見つけた。 
～令和７年「真庭市学習交流センター（仮称）」完成予定～ 
蒜山校地に隣接する「サブグラウンド」に、地域の方々との学習交流の可能性を拡大し、蒜山地域以外の

入学生にも安心して本校地に通うことができるよう、寮機能を持った「真庭市学習交流センター（仮称）」

が完成します。地域の方々に支えられ、共に「次世代」を生きる蒜山校地に、今後ともご期待ください！ 

【蒜山校地】 

蒜校のマスコットキャラクター「すずしろくん」 

「すずしろくん」は 2013 年 4 月 9 日生まれです。当時の在校生がデザインし、全校投票によって選

ばれました。蒜山高原特産の「大根」をモチーフに、「春の七草」にあらわれるその別名「すずしろ」が、

名前の由来になっています。今では広報紙「ひるこうタイムズ」の 4コマ漫画の主人公としてだけでな

く、蒜山校地の先生方の名刺にも登場して、本校地の PR活動の中心となって活躍しています。 

【勝山校地】 
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離れて、想う。～卒業生からのメッセージ～ 

 

地域創造・人文系(当時は家庭コース)卒業生の杉村です。 

地域創造で学んだ事が専門学生になった今、どう生かされ

ているのか、ちょこっと紹介します。授業では、包丁や食

品の扱い方を学んでいたので、専門学生になって調理実習

をする時、先生から「慣れてるね」とお褒めの言葉をいた

だくことができました。また、高校時代のテスト期間に何

度も見返した料理の名称が出てきた時は「あ!これ高校の時

に見た！知ってるぞ！」と、知らないうちに専門学校での

勉強の予習ができていたように思えました。 

 地域創造の共通科目に、「スポーツⅥ」がありますが、 

この授業ではホッケーやクライミング、乗馬など、普通の

学校の体育ではできないことが沢山できます。専門科目の

勉強をやったことがなくて不安に思っている人も、全然大

丈夫☆。先生がばっちりサポートしてくれます。地域創造

には「実用的な学び」が沢山あります！ 

 

 

 

「提案力」。これが、私が蒜山校地で得た力です。 

 大学生になり、ディスカッションを行う機会が増えた私で

すが、仲間とディスカッションを重ねる中で気がついたこと

があります。それは、意見を交わす中にある「提案する力」

の重要性です。なぜなら、大学内でのディスカッションでは

教科書に載っているような「答え」は、もう「意見」として

見なされることはないからです。もちろん知識は大切ですが

それをベースにして、いかに自分達の意見を発展させること

ができるか、大学ではそれが大切になります。そして、その

「提案力」が培われたのは、蒜山校地で過ごした３年間でし

た。 

蒜山校地の授業では、「ＷＨＹ？」と思ったことはすぐに

先生やクラスメイトにぶつけ、疑問を解消することができま

した。同時に、クラスメイトの意見を反映させ、「ＨＯＷ？」

の部分を発展させる練習機会にも恵まれました。 

ＷＥＢに載っているような「スタンダードな正解」は、機械にも見つけ出すことができますが、そ

こから必要な情報を抽出し、どのように活かしていくのか、考案することは人間にしかできません。

だからこそ、今後の時代には「ＷＨＹ？」と「ＨＯＷ？」の視点を養い、「提案力」を身につけること

が必要ではないでしょうか。蒜山校地にはその「提案力」を身につける土台が準備されており、その

経験が現在の私に強く影響を与えているのです。 
（令和３年度卒業 川越 博文 立命館アジア太平洋大学国際経営学部へ進学） 

（令和３年度卒業 杉村美紗都京都調理師専門学校 和食日本料理上級科へ進学） 
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学校設定教科「CP」や、ICT機器を活用したり、TT（チームティーチング）や習熟度別授業を 

実施したりすることにより、「わかる授業」「生徒が活動する授業」と展開しています。 

 

※CP…Community building Project の略称。 

1年次生 「現代の国語」「数学Ⅰ」「英語コミュニケーションⅠ」など基礎的な学習をします。 

・現代の国語 ・言語文化 ・歴史総合 ・地理総合 ・数学Ⅰ ・科学と人間生活 ・体育 

・保健 ・芸術（音楽Ⅰ・美術Ⅰ） ・英語コミュニケーションⅠ ・家庭基礎 ・情報Ⅰ ・CPⅠ 

・総合的な探究の時間 ・LHR 

 

２年次生 共通科目に加えて、類型ごとに分かれた授業がはじまります。 

全類型共通科目  

・論理国語 ・文学国語 ・公共 ・数学Ⅱ ・保健 

・数学Ａ ・生物基礎 ・体育  

・英語コミュニケーションⅡ ・ＣＰⅡ  

・プレゼン基礎 ・総合的な探究の時間 ・ＬＨＲ 

 

【 地域創造共通科目 】 

・論理・表現Ⅰ 

 

［人文系］ 

 ・保育基礎 ・ファッション造形基礎  

・フードデザイン 

［社会系］ 

・簿記 ・情報処理 

 

【 総合進学 】 

・古典探究 ・論理・表現Ⅰ ・日本史探究 

 

 

３年次生 総合進学がＡ系・Ｂ系に分かれ、将来の夢を実現するための「深い学び」に取り組みます。 

全類型共通科目  

・論理国語 ・文学国語 ・体育 ・英語コミュニケーションⅡ ・生物基礎 ・ＣＰⅢ ・プレゼン実践  

・総合的な探究の時間 ・ＬＨＲ 

 

【 総合進学共通科目 】 

・古典探究α／β・数学ⅡＸα／β・日本史探究 

［Ａ系］ 

・化学基礎 ・論理・表現Ⅱα／β 

［Ｂ系］ 

・論理・表現Ⅱ ・スポーツⅥ 

 

【 地域創造共通科目 】 

・世界史探究 ・数学ⅡＹ ・スポーツⅥ 

［人文系］ 

 ・生活と福祉 ・ファッション造形基礎  

・フードデザイン 

［社会系］ 

・情報処理 ・ビジネス法規 ・マーケティング 
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コースの特徴 

「少人数」という蒜山校地特有の環境から、さらに少人数のクラスになるので授業中に自分の意見を発

表する機会が多くなり、進学に必要な力を充分に身につけることができます。 

Ａ系は５教科を中心とした授業、Ｂ系は理科の代わりにスポーツⅥを選択する授業になりますが、就職

を希望する人にも対応できます。 

 勝山校地とオンラインで結んだ遠隔教育授業も行っています。 

 

先輩たちの合格校(順不同) 
※総合進学以外の生徒も含まれます。 

国公立大学 

・福知山公立大学 

私立大学 

・國學院大學  ・日本大学   ・佛教大学 

・京都産業大学 ・神戸親和大学  ・奈良大学 

・神戸学院大学 ・神戸松蔭女子学院大学 

・山陽学園大学 ・ノートルダム清心女子大学 

・美作大学   ・立命館アジア太平洋大学 

私立短期大学 

・中国学園短期大学 

・美作大学短期大学部 

・鳥取短期大学 

医療系専門学校 

・岡山労災看護専門学校 

・鳥取市医療看護専門学校 

～生徒の声～ 

 

僕がこの総合進学コースを選択して感じている

ことはやはり、「少人数ならではの授業」です。分か

らない部分についてすぐに質問でき、解決できる

ことは僕にとって大きなメリットでもあり、授業が

楽しくなるポイントでもあります。 

自力で解決できない問題に直面した時にはその

問題に特化したプリントの課題をくださったり、自

分が得意な教科についてはより楽しみながら学べ

たりするよう、各生徒に合わせて指導してくださっ

ていると日々感じています。 
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コースの特徴 
地元のシェフを招き特産品を使った調理実習やこども園での保育実習、福祉実習など地域密着型の授業

で実社会と深く関わり、卒業後すぐに就職するだけでなく進学をした後でも地域に貢献・活性化できる人

材の育成を目指します。 
人文系では将来必ず役に立つ調理・保育・被服・福祉などの学習を通して、生活の中ですぐに実践でき

る知識や技能を身につけることができます。 

 

取得できる検定 
・食物調理技術検定 

・保育技術検定 

・被服製作技術検定 

先輩たちの主な進学先（専門学校） 
※人文系以外の生徒も含まれます。 

各種専門学校 

・岡山情報クリエイター専門学校 

・岡山ビジネスカレッジ 

・岡山ビューティーモード 

・神戸電子専門学校 

・京都調理師専門学校 

・鳥取県産業人材センター など 

～生徒の声～ 

 

私が人文系を選択して思った魅力の１つ目は調

理実習です。調理実習では普段レトルトに頼ること

もある料理を１から作ることができるので自分の

料理の腕に自信がつきます。 

２つ目は保育・手芸の授業です。先生と一緒に少

し会話をしながらも裁縫に取り組む時間がすごく

楽しいです。 

作った作品は自分のものになったり、子ども園

に寄付したりするのでやりがいもあります！ 

興味のある方はぜひ人文系に！ 
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コースの特徴 
蒜山地域の活性化やマーケティングなどを考えたりする地域密着型の授業のほか、会社の経営に必要な

会計の基礎知識を学ぶ「簿記」、プレゼンテーションの実践を学ぶ「情報処理」など実社会で役に立つ力

を身につけるコースです。起業を考える人、卒業後すぐに就職する人、進学を考える人など将来地域に貢

献・活性化できる人材の育成を目指します。 
表計算やワープロ、プレゼンテーションなどパソコンを使った検定を取ることもできます。 

 

取得できる検定 
日本情報処理検定協会主催 

・日本語ワープロ検定試験 

・文書デザイン検定試験 

・情報処理技能検定試験 表計算 

全国経理教育協会主催 

・簿記能力検定 

 

過去５年の就職先 
※商業系以外の生徒も含まれます。 

就職 

・日立金属株式会社 ・医療福祉法人 日翔会 

・トンボ倉吉工房  ・西粟倉 森の学校 

・日本郵便株式会社 ・柴田工務店 

・銘建工業     ・ヒルゼン高原センター ・自衛官（一般曹侯補生） 

～生徒の声～ 

 

私が社会系を選択して良いと思ったところは、

まず検定を取得できるというところです。「検定」

と聞くと簡単に取れないと思う人が多いと思いま

すが、大丈夫です。先生が一人ひとりに詳しく解説

をしてくれるので安心して検定取得に挑むことが

できます。 

また、パソコンを使っての授業もあるので将来

事務系の仕事に就く人にはピッタリなコースです。 
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＿＿地域との連携＿＿ 
蒜校では、地域の方と関わることが多く、例えば学校の調理実習で地元の方が直接郷土料理を教

えに来てくださるなど、とても楽しく交流することが出来ます。また「CP」の科目では生徒たち自

身が、“蒜山のプロモーションビデオを制作する情報発信”（一度は見たことがあるようなCMを手

掛けている有名な方とのビデオ制作）など、地域の方と関わる機会が蒜校には沢山あります。 

※生徒作成のプロモーションビデオについては、裏表紙のQRコードからご視聴ください! 

 

 

  

 

 

 

 

 

寮機能を持つ真庭市学習交流センター(仮称) 

・定員 男女計２０人（男女の数によって隔壁が可動します） 

・学校から徒歩１分 

・完全個室・共同調理場あり 

・ハウスマスターによるサポートあり 

・寮費（平日の夕食代を含む）※未確定 

  月額約35,000円程度で調整中 

・平日の朝／昼食、及び休日等の食費は別途必要 

・昼間は原則施錠 

・門限１９時００分 

・最寄りのスーパーまで徒歩１０分 

・接続可能なWi-fiスポットあり 

・エアコンは各室に整備 

 

 

アルバイト 

アルバイト許可書を提出し許可をもらえればアルバイ

ト可能に。（１年次生はゴールデンウイークから）アル

バイトをすることによって接客の仕方などを学べて、

社会に出てすぐに役に立つ力になっていきます。 
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部活動 
蒜山ABC部（A…アート B…ブラスバンド C…カルチャー） 

 

 

 

 

 

ウィンタースポーツ部     馬術部(学校外施設での課外活動)       球技同好会 

  

 

 

 

 

 

                                  うーーん       

新入生さんどうしたの？ 

 

自分のやりたい部活がなくて・・・  

                  

じゃあ自分で作っちゃいなよ～ 

 

どういうことですか？  

 

蒜校では部活や同好会は簡単に作れるよ～ 

ま⁉  

                      

人数を集めて先生に申請。顧問がついたら創設完了‼ 

いろんな部・同好会を作って蒜校を盛り上げよう‼ 

自分達で作った部・同好会で放課後を楽しく過ごそう‼ 
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三座祭 with students’ voices 

普段関わることが

少ない他学年の生

徒や先生達とも仲

良くなれる！ 

クラスメイトや先輩たち

で協力してパネルを完成

させられて達成感があり

ました！！ 
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放課後にみんなで学

校に残って準備をす

るのが楽しい！ 



   

               

 

 

 

 

 

 

  

岡山県立勝山高等学校 蒜山校地 
〒717-0505 岡山県真庭市蒜山上長田４    ℡ 0867-66-2016  

katuyama-hiruzen@pref.okayama.jp 

 

 交通案内 
〇岡山駅から「勝山」行き中鉄バスに乗り、 

真庭市コミュニティバスに乗り換え 

「蒜山振興局」下車徒歩10分 

〇米子道「蒜山」インター下車、国道482号線を東へ、約10分 

 

学校説明会ご予約 
9：00∼16：00（平日）随時受付中です。お気軽にお電話でご予約ください。 

 

YouTube Home page Facebook Instagram 

mailto:katuyama-hiruzen@pref.okayama.jp

